






6



8 9

バラト・ビスタ

男性・70歳・1期・1982年度

農業（養鶏、果樹）

サマ・セワ・サムハ（SSS）という団体をおこし、その代表と
して仕事を進める。近年はダリット女性グループへの支援
活動を通して、彼らの生活向上に寄与している。

ランマヤ・タマン

女性・28歳・30期・2012年度・短期2015年度

保育、保健衛生、農業、協同組合

帰国後は、学校に通い助産師の資格を取得。ネパール大地
震後、SSSで助産師として活躍。妊婦さんのケアに大忙し。
2019年に結婚、現在は１児（男の子）の母。

パッサン・ラマ

女性・30歳・29期・2011年度

農業（稲作、野菜）、保健衛生

村の組合で養鶏や野菜などの計画栽培及び販売促進など
に積極的に取り組んだ。ネパール大震災時にも、支援活動
に奔走。現在は愛媛県で介護福祉士として働く。

ビショ・ジット・ラマ

男性・34歳・27期・2009年度

農業（稲作、野菜）

村の人に働きかけて立ち上げた農業協同組合で活動。カト
マンズガハテ連絡会にも所属し、村と都会の連携をとりも
つ。2014年に結婚し、2児の父。現在は横浜在住。

スリザナ・シャハ・タクリ

女性・25歳・34期・2016年度

農業、保育、保健衛生

日本で病気の予防や応急処置について学んだ後、ネパー
ルで医療従事者になることを目指して勉強を続けた。その
後、日本に再来日。現在は愛知県に住む。

ムク・マヤ・タマン

女性・35歳・32期・2014年度

農業、保健衛生、洋裁、女性の人権

帰国後は村の生活改善のために尽力。現地NGO「SAGUN」
のスタッフとして、ネパール大震災時の緊急支援、住民参加型
調査、ヤギ肥育プロジェクト運営など活躍中。

ビドゥル・ビスタ

男性・49歳・14期・1996年度

農業（稲作、野菜）

地域の生活改善団体SSSのスタッフに復帰し、組織運営
を中心に農村を巡回しての指導を行っていたが、現在は
米国で生活。

ビシュヌ・アディカリ

男性・2期2班・1983年度

農業（養鶏、養豚）

家族計画協会職員として村人に栄養改善、保健衛生、植
林、苗木の配布等、幅広い範囲を指導してきた。その後
退職し、農業に取り組む。2018年に逝去。

ラメシュ・カジ・シュレスタ

男性・36歳・29期・2011年度

農業（養鶏、稲作、野菜）

養鶏に取り組み、鶏舎を風通しが良くなるように改造。一
時期海外へ出稼ぎに行っていたが、現在は帰国。震災後は
地域フィールドスタッフや養鶏の仕事に取り組む。

ウルミラ・ライ・ダヌワール

女性・39歳・28期・2010年度

助産、看護、保健衛生　

現地NGO、SSSに助産師として勤務。ランマヤさんととも
に、24時間体制でお産に対応している。地域では、家族計
画、避妊、病気予防の啓発等、幅広く活動に従事。

ミスラ・マヤ・タマン

女性・22歳・35期・2017年度

農業、洋裁、幼児、保健衛生

「農薬を使わない農業」が目標。帰国後は、トウモロコシ
栽培や牛の飼育に励む。日々欠かせない牛の草取り/運び
は大仕事。日本語能力も高く、現在も勉強を継続中。

アチャンマ・ラマ

男性・27歳・30期・2012年度

農業、協同組合、住民組織化

日本での学びを生かし、農業に従事。カトマンズの学校で
も日本語を指導した。その後は韓国へ出稼ぎに。帰国後に
村で結婚し、現在は1児（男の子）の父。

カンチ・マヤ・タマン

女性・33歳・33期・2015年度

教育、農業、保健衛生

教育と農業の両方に励む。先生として、地域の小学校や
ECD（就学前の幼児教育）で指導。生活指導、ネパール語
や社会と多岐にわたる。同時に米・野菜作りにも積極的。

ビショ・ジョティ・サプコタ

男性・56歳・13期・1995年度

農業（稲作、野菜）

帰国後は来日前と同じく、SSSで事務員として働いた。退
職後は地域の他団体で活動。村での農業活動にも積極
的。

プレム・ドジュ・ラマ

男性・46歳・31期・2013年度

農業、協同組合、住民組織化

村で有機農業を精力的に実践し、「農業のプレム」と呼ば
れる。協同組合の一員として、村人たちに指導。米、ニンニ
クや玉ねぎ、ビニールハウスでのトマト栽培など様々。

ミンクマリ・タマン

女性・29歳・28期・2010年度

農業（稲作、野菜）、保健衛生

帰国後に勉強を続け、2013年に助産師の資格を取得。
2014年結婚・出産を経て、現在はワルティン村のヘルスポ
ストで助産師として仕事を続けている。

サビナ・ビスンケ・ラムテル

女性・23歳・36期・2018年度

女性の人権、保育、保健衛生、口腔衛生

家の農業を手伝いながら、ハラバラ（村の女性グループ）
での活動を継続。リーダーとして、子どもたちへの歯磨き
指導、村の母親たちへの識字教育などを積極的に実施。

【カブレパランチョーク】



10 11

サビトリ・シュレスタ

女性・52歳・15期・1997年度

保健衛生、編物、洋裁

ラダさんの編物グループのメンバー。主に日本語学校の先
生や海外NGOのボランティアに積極的に励んできた。近
年は日本語学校の増加で生徒数の維持が難しい。

スシラ・バセル・サルキ

女性・25歳・37期・2019年度

農業、保健衛生、女性の人権　

農業への想いが強く、米・野菜作りに加え、果物栽培にも
挑戦中。36期生サビナさんとハラバラの活動を支えてい
る。コロナ禍のダリット緊急支援も献身的に取り組む。

ショーバナ・シュレスタ

女性・59歳・3期・1985年度

編物、洋裁

帰国後スラム地区の女性の生活改善のために洋裁、編物
の指導を行った後、結婚。現在は兵庫県に住む。

クンジュ・マヤ・タマン

女性・2014年度

人権・農業・保健衛生

スリジャナ・サヒー

女性・72歳・2期1班・1983年度

編物、手工芸

カトマンズ、ドカトーレ地区でマザーズクラブという女性の団体
で手工芸づくりを中心に活動してきた。

ラダ・デビ・バンストーラ

女性・76歳・2期1班・1983年度

編物、洋裁

編物グループを結成し、仕事のない女性の収入向上を長い
間サポートしてきた。自身でセーターも作っている。近年
はコロナや健康面の不安もあり、外出の機会も減少。

サンバ・カヤスタ

男性・2期1班・1983年度

保健（指圧、リハビリ、臨床検査）

ネパール西部ダイレクにCommunity Health Development 
Programという団体を設立、農山村の人々に保健衛生、結核
予防指導等を行ってきたが、2009年2月に逝去。

サビトリ・バストーラ

女性・42歳・16期・1998年度

保健衛生、編物、洋裁

ラダさんの編物グループのメンバーとして。布製品や手工芸
品を作った。結婚し、先に渡米していた夫のもとへ2013年
移住。現在はメリーランド州ボルティモアで生活している。

ニーラム・ガウチャン

男性・64歳・3期・1985年度

保健（指圧、栄養、大豆加工）

ボランティアとして結核予防指導等を行う。大学院を修了
し、教育・福祉関係の仕事に携わる。

ビレンドラ・アマティア

男性・64歳・1期・1982年度

農業（養鶏、野菜）

帰国後は養鶏を行ってきた後、癌学会や結核予防会で監
理者としても従事。現在は、家業である薬屋も運営しなが
ら、癌患者のカウンセリングを行う。　

コンラド・パニサレス

男性・1期・1982年度

淡水魚

ラグナ湖のほとりで淡水魚養殖場の現場主任として後進の
指導にあたってきたが、2001年逝去。

レネ・ブリズ

男性・61歳・2期2班・1983年度

農業（果樹、野菜）

政府のプロジェクト地で土地を借り、果樹中心の農業を行
う。バナナ、ランブータン、ココナツ、シトラス等を栽培。

ドミナドール・ヒロゴ（ドミン）

男性・57歳・7期・1989年度

農業（土壌改良、野菜、野鍛治）

農業と家畜の飼育をし、土地改革委員会や農業協同組合
など地域のために活動してきた。兄宅を訪問後、コロナ禍
で帰村できず、兄の家に住み農業をしている。

マノリト・ロサーナさん

男性・66歳・1期・1982年度

農業（稲作）、畜産

1984年に結婚。養豚、アヒルの飼育、家畜のエサの組合
運営にも関わる。

ウィルフレド・ラニプ（ウィリー）

男性・62歳・2期2班・1983年度

農業（果樹、野菜）

自営で農業をした後、1987年から国際稲研究所（IRRI）の
職員となった。地域の住民活動に積極的に参加。

ネストール・セルバンド

男性・57歳・8期1班・1990年度

農業（果樹）、養鶏

自給を重視した農業と地域や教会の委員会での活動を続
けてきた。村の農業・漁業委員会のメンバーで、村・市・州
の同委員会で委員長や監査人などを歴任。

短期研修生

【ポカラ】

【ダイレク】

【カトマンズ/パタン】

【ラグナ州】

【ネグロス西州オリンガオ】
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フランクリン・ファーミン

男性・1985年度

淡水魚

オリンピア・トレド（ヨリー）

女性・1993年度

保健

ジェシカ・グロスぺ・アレハンドロ

女性・2004年度

農業、食品加工

ヘスス・アルザガ

男性・1991年度

農業

サミュエル・ラミレズ・デオカレス（サミー）

男性・2004年度

農業、食品加工

エドアルド・アコスタ（エディ）

男性・68歳・17期・1999年度

農業（稲作、野菜）、養鶏

米、野菜等の有機栽培やくん炭づくり、水牛の飼育に取り組
み、灌漑組合のリーダや村の裁判所での役も担う。農業者グ
ループの農業委員長として有機農業の普及に努めている。

ジャネット・バテルナ

女性・50歳・9期・1991年度

保健、栄養、保育

マニラへ移り1994年に結婚。野菜作り、おかずの調理販
売をする。現在は地区のヘルスワーカーとして週3日程家
庭訪問をして健康調査などを行う。

ロナルド・ザモラ・モラレス

男性・43歳・23期・2005年度

農業（稲作、野菜）

住民組織での活動と農業に従事した後、ケソン農業学校で約
8年間教鞭をとる。現在は村に戻り、ヌエバエシーハ科学技術
大学の教員。農業者グループでは有機米の栽培や有機農業
の研修を実施。

アレハンドロ・スミブカイ・バナ（アンディ）

男性・48歳・21期・2003年度

農業（稲作、野菜）、養鶏

米の有機栽培に取り組み、有機肥料の作り方などを地域の人に
伝える。農業コンサルタント、有機農園スタッフ等を経て、現在政
府機関のプログラムで地域農民への稲作研修や指導を担当。

マキシミニアノ・トレド（ミノ）

男性・54歳・14期・1996年度

農業（稲作、野菜）

日本での経験を活かし、稲作、野菜栽培、水牛や鶏の飼育
に取り組む。現在は村の警備隊員として治安を守り、豚の
飼育とサヤインゲン栽培をしている。６児の父。

ハイディ・マルセロ・マリアーノ

女性・41歳・22期・2004年度

農業、保健衛生、食品加工

SAFRUDI（NGO）が支援する村の住民組織で、栄養、保健、
有機農業、手工芸品生産、小規模融資などの活動を行う。
2008年からは同団体のヌエバエシーハ州担当スタッフ。

プリチャー・ムアンチャン

男性・58歳・3期・1985年度・短期1994年度

農業（稲作、野菜）、畜産

ムシキーの学校で約10年農業を教える。生まれ故郷メーサ
リアンに戻り、ガソリンスタンドと食料・日用雑貨店を経営。
店では山の村の人たちを雇用し、生活向上を支援する。

短期研修生

アンポン・クルワン

男性・48歳・15期・1997年度

農業（野菜）、養鶏、淡水魚養殖

農業、養鶏、養豚をしながら、農業資材を販売する店を開
く。近年は店に加えて大型運搬用トラックを購入し農産物
や道路建設用の石や砂利の運搬業も営む。

プラチャック・ムアンチャン

男性・45歳・16期・1998年度

農業（野菜）、養鶏、養豚

結婚し、メーサリアンから妻の村（ムシキー）へ移った。
主に自給用の米と野菜を無農薬で栽培。庭で鶏や豚を育
て、日用雑貨や食料品を販売する店を営む。

サワン・ナンタボーリス

男性・58歳・16期・1998年度

農業（野菜）、養鶏、養豚

農業の合間にしていた象使いや自動車修理の仕事を辞め、
米や野菜を有機栽培し販売。現在は農業を中心に牛30頭
を飼育。今後は自給のための農業に専念する予定。

ポーディ・ファイサップディー

女性・43歳・17期・1999年度

保健衛生、洋裁

手織り布のグループでの活動強化を中心に生活改善に取
り組んだが、家計を支えるためにチェンマイで家政婦の仕
事についた。結婚し、現在もチェンマイ在住。

ブンシー・ブチャレクライワン

女性・41歳・18期・2000年度

保健衛生、洋裁

手織り布のグループで活動。数年間夫と出稼ぎに行ってい
たが、現在は両親の住むライ村で家族と共に米や大豆を
栽培し、農作業の合間に刺繍をしている。

【ヌエバエシーハ州ガバルドン】

【メーホンソン県メーサリアン】
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スラチ・パティスティクン

男性・48歳・20期・2002年度

農業（稲作、野菜）、養鶏

有機農業の実践や村人への普及に取り組んだ。農閑期に
は大工仕事もする。近年は山の村で精米業を始め、ペー村
と山の村を行き来しながら稲作をする生活。

ノパドン・カヨムドッ

男性・45歳・18期・2000年度

農業（稲作、野菜）、養鶏、農機修理

野菜の有機栽培に取り組み、農機具修理技術の普及に努
める。2003年に結婚し、現在は稲作のかたわら夫婦で
ケータリングや弁当の販売をする。

チャユー

男性・51歳・25期・2007年度

農業、保健衛生、栄養

農業や養鶏に取り組みながら、地域の保健ボランティアとして長
年村びとたちの健康を守ってきた。近年は国境沿いの山岳民族
の支援に重点を置いて活動している。

ポーディーヤ

女性・53歳・24期・2006年度

洋裁、保健衛生

帰国後ミシンを購入し、手織り布グループの集会小屋に置
きメンバーに使い方を教え、加工品の製作・販売が可能に
なった。近年は有機農業にも力を入れている。

ケユーン（現：ケーサー）・カヨータ

男性・49歳・19期・2001年度

農業（稲作、野菜）、養鶏、農機修理

米、野菜に加え、淡水魚の養殖に取り組み、グループで牛
の飼育に携わってきた。現在は稲作と牛の飼育、所有する
耕運機で耕運の請負をしている。

モレチャ・スラデ

男性・58歳・26期・2008年度

農業、保健衛生、栄養

海外からの支援を受けて、村の幼稚園と学生寮を運営。村
人にも開発についての研修を実施してきた。牧師として地
域に尽くしている。

ナロンデッ・カムヌーンパナドーン

男性・40歳・19期・2001年度

農業（稲作、野菜）、養鶏

農業の傍ら、村からバイクで6時間の山の村で農業とタイ語
を教えたり、図書館のない学校を車で回る移動図書館の仕
事などに従事。2021年2月から県議会議員を務める。

【チェンマイ県ボケオ】

【チェンマイ県ムシキー】

【チェンマイ県ホイボン】

【カラシン県サイナワン】

ベリア・スティダ

女性・58歳・4期・1986度

保健衛生、洋裁

タイカレンバプティスト会議（TKBC）に勤務するかたわ
ら、週末には山村に出かけ生活改善指導を実施。結婚して
数年後、TKBCを退職しミャンマーへ移住。

ウィラット・ソンセン

男性・4期・1986年度

農業（野菜）、畜産

村での農業の他、農業指導センターの講師を務めるなど
日本で学んだ技術の普及に努めた。近年はバンコクの企
業に勤務していたが、２年程前に逝去。

プラカシィ・コマ

男性・57歳・5期・1987年度

農業（野菜）、畜産

宗教、国籍、民族を問わず村の住民が誰でも利用できるト
レーニングセンターでマネージャーを務める。センターでは
農民、女性、青年グループへの研修や奨学金事業を実施。

ベリポー

女性・54歳・短期1991年度・17期・1999年度

洋裁、保健衛生

環境NGOに勤めるアメリカ人と結婚。夫の勤務地に伴って
アジア各地を転々とし、年に一度は実家に帰省。コロナ禍の
現在はアメリカ在住。

ワラヤ・ジッジョン（現姓：ポンナクー）

女性・56歳・6期１班・1988年度

農業（野菜）、畜産、淡水魚養殖

グループで養豚や肥料づくりの活動をしながら農業を営
んでいたが、2005年にバンコク郊外の小学校教員になっ
た。現在3，5，6年生を担当。

サンコム（現：タンヤーパット）・スィーチャロン

男性・56歳・7期・1989年度

農業（稲作）、畜産

村での活動後バンコクのNGOでスラム住民の生活改善に
取り組む。他団体での活動を経て、近年は住宅関係の地域
調査員をしている。現在バンコク在住。

サウェー（現：チューキアット）・ムアンチャン

男性・63歳・9期・1991年度

農業（稲作）、畜産

田んぼでの協同作業を行う農民グループを組織。稲作、野
菜の栽培、養鶏、養豚、牛の飼育に取り組んだ。農閑期に
は大工仕事も。現在は家族で稲作を営む。

バムルン・カヨータ

1989年度・男性

農業

トンスク・チョンプラート

男性・1991年度

農業

チャラムサック・カッティア

男性・1993年度

農業

シューキャ・ムアンチャン

男性・2006年度

農業

短期研修生
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ラディア エリタ

女性・48歳・12期・1994年度

保健衛生・栄養・洋裁

現地の大学で日本語を磨き、日本語教師に。２０１１年春ま
で岡山大学の修士課程で学び帰国。現在はアンダラス大
学で日本語の教鞭を取る。

モハメド ファイジン

男性・58歳・6期２班・1988年度

漁業

村に戻り、漁業に従事してきた。その後ジャカルタのブカ
シに移り、現在はタンゲランに在住。

アフダール

男性・52歳・18期・2000年度

農業・協同組合

帰国後、村長に選任されイスラム学校の建設、道路整備、税
金の徴収率の向上に力を注ぐ。現在は村長職を満了し、椰子
畑の経営を模索中。

アルウィ ファドリ

男性・48歳・19期・2001年度

農業・協同組合

堆肥を作り、有機農業を精力的に実践。また農業用水路
の整備、村のための活動を行う。イスラム指導者としての
信頼が厚く、農業の傍ら子ども達にコーランを教え解く。

アフリタ

女性・36歳・22期・2004年度

保健衛生・栄養・洋裁

帰国後、村の幼稚園で教鞭を取りながら、母子保健や婦人
会で他の研修生とも活動する。現在も幼稚園の教師として
活躍中。

【パダン】

【パシルバルー】

【アイルバンギス】

ハスリ ペディ

男性・57歳・6期２班・1988年度

漁業

村に戻り、日本での研修内容を地域に伝え、その後妻の実
家の食堂を経営、現在に至る。

ダルミアティス（ミミ)

女性・50歳・20期・2002年度

保健衛生・栄養・洋裁

帰国後、幼稚園や役場で手腕を発揮し多忙な日々を送る。
母子保健や幼児教育の活動も活発に行っている。組合活
動は州から表彰を受けた。

ウビ タンジュン

女性・49歳・14期・1996年度

保健衛生・栄養・洋裁

日本での研修内容を現地に伝え、生活改善に取り組んで
いる。結婚後メダンに移り、現在もメダンに在住。

エルリナ（エリ）

女性・47歳・21期・2003年度

保健衛生・栄養・洋裁

洋裁技術への評価は非常に高く、村での洋裁の仕事を引
き受け、後輩研修生にも仕事の機会を提供している。自宅
では牛や鶏も飼う。夫は協同組合のリーダー。

【タランバブンゴ】

ダスウィル

男性・51歳・17期・1999年度・短期2018年度

農業・協同組合

この地域の研修生のまとめ役。有機農業を実践する。行政
からの支援を引き出し、学校、幼稚園、道路整備も行う。
コロナ以降は唐辛子栽培にも力を注ぐ。

ユリ タムリン

男性・58歳・4期・1986年度・短期1992年度

漁業（漁具・漁法）

西スマトラ漁業振興公社に勤務。漁村を巡回し、西スマト
ラ全域の漁師の組織化と技術指導を行う。

セニフィタ

女性・48歳・10期・1992年度

保健衛生・栄養・洋裁

休園していた村の幼稚園を再開、そこで先生をしながら母
親達に衛生と栄養の指導にあたる。現在は大型衣料店で
商売の傍ら、婦人会でコーランの指導をする。

アリ ムルティム

男性・57歳・5期・1987年度

漁業・協同組合

漁業組合を組織する。岸壁整備、道路整備、製氷工場、市
場の整備などを行う。２０１１年村長に選ばれたが現在は
村長職を満了し協同組合のマネージャーとして働く。

サムスアリス

男性・69歳・8期2班・1990年度

漁業（漁法・加工・協同組合）

漁に出る傍ら、村の漁業組合にも貢献。最近は漁業から退
き協同組合でガスとガソリンの仕事に従事する。

アフナール

男性・58歳・6期1班・1988年度・短期2016年度

漁業

帰国後、日本語を磨き大学で日本語の指導と共に日本と
の連絡調整の役割を果たす。現在は家族とリアウに在住、
日本語は相変わらず堪能である。

ハスマヤニ

女性・48歳・10期・1992年度

保健衛生・栄養・洋裁

村の女性に保健衛生や栄養について伝える。村の幼稚園運
営や教育に尽力。現在は小学校教諭をしながら他校の先
生達のマネージメントや指導法にも力を注ぐ。
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リンダ エルニタ

女性・27歳・34期・2016年度・短期2018年度

保育・洋裁・保健衛生

幼い子どもを残して研修生として覚悟の来日。保健衛生の研
修で得た学びを生かして現在は農業の傍ら村のカデール（母
子保健プログラムのボランティアワーカー）として活躍。

シャフルル（ゾン）

男性・41歳・33期・2015年度

有機農業・養鶏・協同組合

有機農業を中心として養鶏や魚の養殖にも関心が高く、現
在は鶏を飼いその繁殖に力を入れている。

マスラル アリゾン

男性・47歳・23期・2005年度・短期2018年度

農業・協同組合

有機農業の実践をしながら、村の道路や灌漑整備などの
活動をしている。資金は政府から、労働力は村から。現在
は村のリーダーとして、新しいモスク建設に力を注ぐ。

プットリ ダリア

女性・24歳・37期・2019年度

洋裁・保健衛生・保育

日本で型紙起こしから縫製までの全過程を習得し、帰国後も洋
裁の仕事をしながら母子保健ボランティアで村の家族計画問題
に取り組む。2021年結婚。

アイニスマール（ニニス）

女性・短期・2015年度

環境教育

村ではイスラム系小学校の校長として活躍。同校では初の
村出身の女性校長。日本での学校教育を学ぶべく来日、帰
国後も実践に情熱を燃やしたが病に倒れ2017年6月逝去。

マリア シルヴィアナ デフィ

女性・31歳・35期・2017年度

教育・保健衛生・協同組合

帰国後、故アイ二スマール校長の遺志を継ぐべく、イスラム
系小学校の教師として奮闘。特に日本語教育に力を注いで
いる。

レニ グスティカ

女性・26歳・36期・2018年度

保健衛生・口腔衛生・教育

帰国後、地域の村で日本で学んだ口腔衛生の普及に努め
る他、家族計画の母子保健プログラムでも活躍。2019年
結婚。

グスティア インドラ

男性・40歳・28期・2010年度

農業・保健衛生・住民組織化

帰国後、村の人々に働きかけ農業協同組合を作り、事務局を担
当、村のほぼ全世帯が加入。農業用灌漑の整備、有機農業の普
及にも尽力する。

エリザ フィトリ

女性・32歳・29期・2011年度

洋裁・保健衛生・栄養

帰国後洋裁のグループを作り技術指導。現在は幼稚園の
教師をする傍ら、カデール（母子保健プログラムのボラン
ティアワーカー）としても活躍中。

メラティ アフリダ

女性・42歳・32期・2014年度

保健衛生・洋裁・協同組合

母子保健プログラム「ポシアンドゥ」でボランティアを続
け、日本で研修した口腔衛生の普及に力を注ぐ。帰国後は
ミシンも購入し、洋裁にも励む。

ヘルマ イェニ

女性・25期・2007年度

洋裁・保健衛生・栄養

村で幼稚園を作るなど精力的に活動していたが、結婚後は
村を移り、保健活動やコーラン指導に従事。2020年に脳
に腫瘍が見つかり、2021年2月に逝去。

アドリザル（デリ）

男性・46歳・30期・2012年度

有機農業・保健衛生・協同組合

帰国後、米や野菜作りをしながら牛舎作りに取り組む。現
在はジャカルタ近郊のボゴールで就業中。

ペリスマン

男性・40歳・26期・2008年度

農業・保健衛生・栄養

米、サトウキビを中心に有機農業を実践。大工の腕も磨
き、仕事も多い。村の青年グループのリーダーとして村のた
めに活動する。

ダリスマン

男性・29歳・31期・2013年度

有機農業・保健衛生・協同組合

肥料作りに取り組み、玉ねぎ栽培に力を注ぐ。牛を購入し
飼育した経験も。現在は玉ねぎの他に稲作にも取り組んで
いる。

ロザ ノフェルマ

女性・32歳・27期・2009年度

洋裁・保健衛生・栄養

村の幼稚園の運営及び先生をしながら、衛生や規律などの
就学前教育を実践。洋裁の腕もいい。現在は村の協同組
合で仕事をしている。

プットラ

男性・24期・2006年度

農業・住民組織化

帰国後、牛を飼い、農業に取り組んでいたが2008年に
大腸癌が見つかり手術。魚の養殖なども行っていたが、
2009年11月に逝去。

短期研修生
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ランジット・ジャヤンタ

男性・59歳・4期・1986年度

農業（稲作、畜産）

一時期村を出ていたが、数年前に村に戻る。現在は農業や
花の栽培、金魚の養殖などに取り組みながら生計を立てて
いる。

トニー・ヨーケ

男性・58歳・7期・1990年度

農業（野菜・畜産）、淡水魚

ルーテル教会が運営する団体LDSの指導員として赴任地
で住民への農業、保健衛生面での指導にあたる。

ラニー・サイロン

女性・55歳・9期・1991年度

農業（養鶏・野菜）、洋裁、栄養

農業の知識、技術の普及を行い、女性グループに洋裁、栄
養のプログラムを実施し、生活改善を模索して活動中。

ナンダナ・ペマシリ

男性・50歳・9期・1991年度

農業（稲作、畜産、農機）

父親や村長さんから土地を譲り受け、農業に従事。米やコ
コナッツ、バナナ等を栽培して生計を立てる。自分の農地
以外で稲刈りや田植えの手伝いも行う。

シャーンタ・ラル・パティラジャ

男性・10期・1992年度

農業（養鶏、稲作）

6年前の結婚を機に村を離れ、ダンコトゥワへ移住。土地
を買って農業に取り組み、米、野菜、果物と幅広く栽培して
きた。2021年7月に逝去。

ワニ・ソミ

男性・60歳・15期・1997年度

農業（野菜・養鶏・炭焼き）

山奥の村に戻り、LDSが展開する農業振興事業に協力し、
野菜を中心とした農業に取り組む。

ニーラカンティ・ジャヤコディ

女性・58歳・5期・1987年度

洋裁、手工芸、保健（公衆衛生）

公立中学校の教師で、英語の他に裁縫や日本で学んだこと
を伝えている。製材業に励む夫と3人の子どもがいる。現
在はガンパハ県在住。

ヘルぺ・ヨーワ

男性・8期1班・1990年度

農業（野菜・畜産・農機）

LDSの青年農業センターの指導員として地域の農業復興とグ
ループの組織化を進めてきたが、11年夏から契約職員に。退
職後は、地域で多くの活動に携わり、2019年に舌癌で逝去。

アジャンタ・プレマラール

男性・53歳・6期1班・1988年度

農業（稲作、畜産、協同組合）、教育

農業グループでの活動を経て、2002年より土木や建設機
械の輸出入と作業請負に携わる。研修生の時に教育の大
切さを学び、母国に学校を建設する夢を持つ。

レル・サパ

男性・8期1班・1990年度

農業（野菜・養鶏・炭焼き）

野菜を中心としたモデル農業を展開し、村人に日本で学ん
だ知識、技術を普及し農業グループの組織化を図ったが、
03年にぜん息で逝去。

ハリエオ・ゲオバ

男性・62歳・15期・1997年度

農業（野菜・養鶏・炭焼き）

農業知識、技術を自分の畑で実践し、出身地域の人への指
導に努める。農業グループを組織し、米、野菜を作る。精
米所も運営。

チャールス・アビクーン

男性・1987年度

農業

短期研修生

【クルネーガラ県ボヤワラーナ】 【レイ】

【フィンシャーフェン】
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シコン・ドン

女性・43歳・19期・2001年度

農業、保健衛生、洋裁

農業に加え裁縫を行う。一時学校の先生。教員退職後、村
で生活改善に取り組む。

ゲオリ・カピン

女性・53歳・16期・1998年度

農業、保健衛生

農業知識、技術を自分の畑で実践し、また、地域の女性へ
の啓蒙に力を入れている。

リンダ・アニス

女性・43歳・18期・2000年度

保健衛生、栄養、洋裁、農業

村に戻り農業とともに保健衛生の知識の普及に取り組む。
結婚し町に移る。

李　長燮

男性・60歳・9期・1991年度

協同組合、組織運営

有機農業を実践しながら、地域の農民と地域共同体の活
動を展開。

崔　成鳳
短期・1990年度

崔　龍煥
短期・1990年度

申　楠均
短期・1990年度

李　錫重
短期・1990年度

崔　相業
短期・1991年度

崔　南植
短期・1991年度

金　奎植
短期・1991年度

李　雄培
短期・1991年度

姜　秦恒
短期・1991年度

曽　東煥
短期・1991年度

洪　淳明
短期・1992年度

金　東潤
短期・1992年度

李　東俊
短期・1992年度

朱　亨魯
短期・1992年度

鄭　双恩
短期・1992年度

卞　煥榮
短期・1992年度

金　福寛
短期・1993年度

呉　英南
短期・1993年度

黄　昌益
短期・1993年度

韓　敏傳
短期・1993年度

卞　𤋮吉
短期・1993年度

梁　東國
短期・1993年度

趙　在弘
短期・1994年度

孔　基永
短期・1994年度

李　烱坤
短期・1994年度

田　正秀
短期・1994年度

李　東玉
短期・1994年度

李　厚根
短期・1994年度

田　繁榮
短期・1994年度

金　貞徳
短期・1996年度

金　玉芬
短期・1996年度

朱　銀順
短期・1996年度

李　秀蘭
短期・1996年度

李　在分
短期・1996年度

金　聖淳
短期・1997年度

林　承八
短期・1997年度

朴　鐘九
短期・1997年度

鄭　一眠
短期・1997年度

金　東福
短期・1997年度

李　起陽
短期・1997年度

金　英源
短期・1998年度

金　源模
短期・1998年度

金　平煥
短期・1998年度

陳　演春
短期・1998年度

金　重鎬
短期・1998年度

張　英淳
短期・1998年度

李　賢淑
短期・1999年度

呉　明淑
短期・1999年度

金　明順
短期・1999年度

呉　美廷
短期・1999年度

宋　寅愛
短期・1999年度

洪　淳明
短期・2000年度

權　秦五
短期・2000年度

李　宰郁
短期・2000年度

金　玉姫
短期・2000年度

安　貞順
短期・2000年度

鄭　旻哲
短期・2000年度

朱　珽培
短期・2002年度

丁　海日
短期・2002年度

黄　圭相
短期・2002年度

曹　恵真
短期・2002年度

林　承八
短期・2003年度

崔　敬烈
短期・2003年度

徐　廷姫
短期・2003年度

ト　箕凰
短期・2003年度

李　盛源
短期・2003年度

ベノ・カメオ

男性・1994年度

森林保全

短期研修生

短期研修生

【忠清南道】



ミャンマーの情勢上、
研修生の安全のために
ぼかしをいれています。



ミャンマーの情勢上、
研修生の安全のために
ぼかしをいれています。



ミャンマーの情勢上、
研修生の安全のために
ぼかしをいれています。
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スム・ソコム

男性・57歳・11期・1993年度

農業（稲作・養鶏）

農業省の役人として、日本での研修をいかしてきた。 
現在は土壌改良の担当。しばらく養鶏にも取り組んだが採
算がとれず休止。

ルーク・スイファシア

男性・48歳・12期・1994年度

農業（野菜・養鶏）

村の青年たちと協力して農業改良普及に取り組んだ後、聖
フランシスコ会の修道士として活動。

ノップ・ヴァナ

男性・48歳・11期・1993年度

農業（稲作・養鶏）

稲作、野菜、養鶏を中心とした農業を通じて、日本の経験
を村人に伝えている。

チル・カエウ

女性・49歳・13期・1995年度

保健衛生

村で外国のNGOの保健指導員として活動をしている。 
一時期は日本のNGOにも属した。

【プノンペン】

【プレイカバス】

【バディ】 【アノナキナキ】
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ナン ミミ ポー イ ゼン

25歳・1期・2021年度

製菓＋マネジメント、ソーシャルワーク、ゴミ処理

ミャンマーのエーヤワディ地方域出身で、2020年10月末
に留学生として来日。PHDでの学びを自民族カレンの支援
に繋げたいと意欲的。

ソー ア ロン

25歳・1期・2021年度

サッカー指導、動画作成・編集・発信

ナンミミさんと同じく2020年10月末に来日。ミャンマー
のカレン州出身で、これまでの歴史や現況に対して周囲へ
の発信を進めていく。

成田　航輝
23期・2021年度

田村　華奈
23期・2021年度

松浦　あおい
23期・2021年度

大倉　梨花
19期・2016年度

吉川　美華
18期・2014年度

酒井　仁美
12期・2007年度

吉田　宣子
15期・2011年度

鴨川　佳枝
7期・2002年度

谷　朱子
2期・1995年度

工藤　成美
18期・2014年度

藤原　峻悟
16期・2012年度

坂西　卓郎
8期・2003年度

木下　和麿
13期・2008年度

奥西　真幸
3期・1997年度

中川　結理
短期・2015年度

安本  真理子
16期・2012年度

佐藤  栄利子
9期・2004年度

鶴谷　賢彦
14期・2010年度

鬼木　たまみ
4期・1998年度

宮井　彩生
短期・2016年度

本田　愛
17期・2013年度

坂本　由美
10期・2005年度

松田　洋子
14期・2010年度

納堂　邦弘
5期・1999年度

加藤　志歩
19期・2016年度

石川　裕美
17期・2013年度

上田　浩代
11期・2006年度

岸本　侑子
15期・2011年度

笹間　郁子
6期・2001年度

宮田　早夏
1期・1995年度

佐藤　里紗
23期・2021年度

山本　仁美
22期・2019年度

合田　ひな
23期・2021年度

清水　悠加
21期・2018年度

槇原　杏菜
22期・2019年度

吉村　芙優
20期・2017年度

遠藤　響子
21期・2018年度

近藤　涼子
短期・2017年度

原田　梨央
短期・2017年度
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バックナンバー紹介

・岩村昇博士が第１回ロータリー国際
理解賞を受賞、授賞式の際にPHD
運動を提唱、任意団体 PHD協会を
設立

・募金受付開始
・国際ボランティア兵庫県民シンポジウ
ム開催

・アジア・スタディツアー開始

・専従職員採用
・会報「PHD LETTER」発刊
・財団法人PHD財団を設立、初代

理事長に今井鎮雄氏が就任
・第一期研修生来日
・たんば農文塾にて研修生たちの合

宿開始

・会員制度発足
・「財団法人 PHD 財団」と「任意

団体 PHD 協会」を一本化し、財
団法人PHD協会になる

・試験研究法人（現：特定公益増進
法人）の認定を受ける

・評議員会発足

・新ロゴマーク採用
・農文塾合宿を草の根生活塾
に改称

・短期中堅指導者招聘開始
・東日本研修旅行を本格的に開始
・研修生指導者海外短期派

遣開始
・国際ロータリー米山記念奨

学生に初めてなる。

・西日本研修旅行開始
・神戸NGO懇談会に参加
・「KOBE発アジア」刊行
・生活の中の国際を考える
「オールナイト・トーキング・
セッション」開催

・フィリピン比較研修旅行開
始

・事務所を同じ中央区元町通
内で移転

・関西国際協力協議会に参加
・韓国比較研修旅行開始（～

至2003年度）

・「ターブルカレンの人々」
刊行

・農業交流団をタイへ派遣

・インドネシア舞踏「インドジャ
ティ」来日公演

・タイの元研修生が活動する
村で手織り布グループ発足

1期・1982年度

バラト・ビスタ（ネパール）

ビレンドラ・アマティア（ネパール）

マノリト・ロサーナ（フィリピン）

コンラド・パニサレス（フィリピン）

2期1班・1983年度

ラダ・バンストーラ（ネパール）

スリジャナ・サヒー（ネパール）

サンバ・カヤスタ（ネパール）

2期2班・1983年度

ビシュヌ・アディカリ（ネパール）

ウィルフレド・ラニプ（フィリピン）

レネ・ブリズ（フィリピン）

3期・1985年度

ニーラム・ガウチャン（ネパール）

ショーバナ・シュレスタ（ネパール）

プリチャー・ムアンチャン（タイ）

4期・1986年度

ウィラット・ソンセン（タイ）

ベリア・スティダ（タイ）

ユリ タムリン（インドネシア）

ランジット・ジャヤンタ（スリランカ）

5期・1987年度

プラカシィ・コマ（タイ）

アリ ムルティム（インドネシア）

ニーラカンティ・ジャヤコディ（スリランカ）

６期2班・1988年度

ハスリ ペディ（インドネシア）

モハメド ファイジン（インドネシア）

６期1班・1988年度

ワラヤ・ジッジョン（タイ）

アジャンタ・プレマラール（スリランカ）

アフナール（インドネシア）
7期・1989年度

サンコム・スィーチャロン（タイ）

ドミナドール・ヒロゴ（フィリピン）

トニー・ヨーケ（パプア・ニューギニア）
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バックナンバー紹介

・コロナ禍で初の研修生招聘断念
・コロナ禍のネパール、ミャンマーを緊急支援
・事務所を購入し、移転（神戸市長田区）
・国際協力・交流シェアハウス「みんなのいえ」

開設、外国人支援を開始
・篠山ロータリークラブとインドネシアMisタベ

小学校に奨学金を給付
・NGO神戸外国人救援ネットに加盟
・You Tubeアカウント開設
・ミャンマーでクーデター発生、緊急支援を行う
・居住支援法人として指定される

・コロナ禍で2年連続の研修生招聘中止
・登録支援機関として登録
・申請等取次者の承認を受ける
・国内研修生制度2.0開始
・JICA関西NGO等提案型プログラム「兵庫

発！多文化共生のための市民社会とビジネス
セクター連携構築プログラム～外国人労働者
とのより良い共生に向けて～」開始

・マンスリーサポーター制度発足
・職業紹介事業の許可申請
・設立40周年記念事業を実施
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